
 

第２学年〇組 

特別の教科 道徳 学習活動指導案（関連教科：特別活動、総合的な学習の時間） 

指導者 長 航平  

活動主題 「日本の伝統文化を大切にできる自分になる」 

活動の価値 

日本の伝統文化のよさには、四季の変化に富み、豊かでありながら厳しい自然と対峙する中で、細

やかな感性を養い、美しい文化を育てていったこと、自然の素材を人間の頭脳や手を通して豊かに変

える大変な作業をいとわない日常をもっていたこと、みんなが生活する中で一つの物を世代超えて大

切にしてきたことがある。つまり、日本の伝統文化とは、過去の人々の文化的営みの産物であり、過

去の人々の英知の蓄積である。日本の伝統文化を継承・発展させてきた先人達の努力のおかげで現在

の姿となり、海外からの注目度も高い。日本の伝統文化の根底は、自分よりも調和を重んじ、自然を

慈しみ、人を思いやり、万物に感謝する日本人の心がある。今後、一層進展すると思われるグローバ

ル社会において他国、他地域の中で自己実現を図るためには日本人としてのアイデンティティー、言

い換えれば日本人としての自覚や誇りを形成することが必要である。したがって、日本の伝統文化で

大切にすべき不易の部分を明らかにし、大切にしていこうとしなければならない。 

本活動は「日本の伝統文化を大切にできる自分になる」を活動主題とし、日本の伝統文化で大切に

すべきことを探究する活動である。この活動を通して子どもは日本の伝統文化のよさを実感し、日本

の伝統文化を尊重する態度を養うことができる。また、歴史体験学習において奈良・京都を訪問し、

日本の伝統文化や、その背景にある日本人の心に触れることは、日本人の一員としての自覚の芽生え

につながる。さらに、日本や、地域の伝統文化について理解し、尊重することは、これからの伝統文

化と自分自身との関わりについて考えることができる上で大変意義深い活動である。 

子どもの実態 

本学級の子ども（〇名）は、４月に行われた教研式ＨＵＭＡＮ（道徳性アセスメント）の結果によ

ると、どの内容項目においても、全国の回答とほぼ同じ傾向が見られた。事前アンケートでは、日本

の伝統文化として、「着物」、「和食」、「工芸品」などの有形のものを挙げている子どもが〇名で

あった。その理由を問うと、「日本のイメージだから」、「昔から受け継がれてきているから」など

をあげている。一方で日本の伝統文化として、無形の精神的なものを挙げた子どもが〇名であった。

その理由を問うと、「海外にはないものだと思うから」などがあげられた。また、「未来に残したい

日本の伝統文化は何ですか」という質問に対して、「年中行事や地域行事」が〇名であった。その理

由としては「春夏秋冬のよさがある」、「日本発祥だから」などをあげている。また、「和食」が〇

名であった。その理由としては「健康的だから」、「海外からも注目されているから」などをあげて

いる。他には着物（美しいから）、礼儀（どの時代でも大切だと思うから）などがあった。一方で、

「特にない」という答えもあった。 

以上のことから、日本の伝統文化の有形の伝統文化のものであると捉えていることが多く、その背

景にある「日本人の心」を意識している子どもはほとんどいないことが分かった。また、日本の伝統

文化について、なんとなく意識しているものの、日本の伝統文化を継承・発展しようとする子どもは

少ない。したがって、有形の日本の伝統文化の中から、不易の部分を明らかできるように援助してい

く必要があると考える。 

活動の指導観 

そこで本活動では、日本の伝統文化を大切する心について課題を持ち、日本の伝統文化を継承・発

展させていくよさや人と自然の調和があることを理解し、日本人として日本の伝統文化を大切にしよ

うとする実践意欲を持つことができるようにする。そのために、次のような援助を行う。 

・日本の伝統文化を大切する心について課題を持つことができるように、資料「日本の美を求めて―

東山魁夷―」を活用し、歴史体験学習で学ぶことについて考える活動を設定する。 

・日本の伝統文化を継承・発展させていくよさを理解することができるように、日本の伝統文化の探

究活動を行い、資料「なおしもん」を活用する場を設定する。 

・日本の伝統文化を継承・発展させていくよさや人と自然の調和があることを実感することができる

ように資料「嵐の中の三重塔」を活用し、試行実践を行い、レポートを作成する活動を設定する。 

・日本人として日本の伝統文化を大切にしようとする実践意欲を持つことができるように、探究した

ことを発表し合う活動を設定し、間接資料「スカイツリーにかけた夢」を活用する場を設定する。 



 

○ 子どもの学習目標 

日本の伝統文化を大切にす

ることができるようになる。 

○ 教師の指導目標 

日本の伝統文化を大切する心について課題を持ち、日本の伝

統文化を継承・発展させていくよさや人と自然の調和があるこ

とを理解し、日本人として日本の伝統文化を大切にしようとす

る実践意欲を持つことができるようにする。 

活動計画（13時間＋α） 

次 時 学習活動・内容 子どもの問いと思考 指導のねらい・内容・方法 

一 

１ 

② 

１ 歴史体験学習で学ぶこと

について考える。 

（1） 資料「日本の美を求め

て―東山魁夷」を通して

日本のよさについて考え

る。     道徳科Ｃ-17 

 ・日本のよさを見つめる 

（2） 学習課題を設定する。 

総合的な学習の時間 

学習課題 

 日本の伝統文化に触れ、

日本の伝統文化のよさを探

っていこう。 
 

日本の伝統文化のよさと

はなんだろう。 

日本の伝統文化を大切する心につ

いて課題を持つことができるよう

にする。 

・日本の伝統文化を大切する心につ

いて課題を持つことができるよう

に、資料「日本の美を求めて―東

山魁夷―」を活用し、歴史体験学

習で学ぶことについて考える活動

を設定する。 

 

・活動の見通しが持つことができる

ように、学習課題を設定すること

ができるようにする。 

二 

１ 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

⑤

＋ 

α 

２ 歴史体験学習での探究活

動を行う。 

（1） 探究計画を立て、調べ

る。 総合的な学習の時間 

 ・人、もの、こと 

（2） 資料「なおしもん」を

活用し、日本の伝統文化

の継承・発展について考

える。    道徳科Ｃ-16 

・伝統文化の尊重 

３ 歴史体験学習で奈良・京

都を訪れ、探究する。 

（1）資料「嵐の中の三重塔」

を活用し、人と自然の調

和について考える。 

 道徳科Ｄ-21 

 ・人間の力を超えたもの 

歴史体験学習-試行実践- 

特別活動：学校行事 

（2） レポートを作成する。 

総合的な学習の時間 

・日本の伝統文化のよさ 

日本の伝統文化は、受け

継がれてきているものは

なんだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

どうして世代や時代を超

えて受け継がれてきてい

るのだろうか。 

 

 

日本の伝統文化を継承・発展させ

ていくよさや人と自然の調和があ

ることを理解することができるよ

うにする。 

・日本の伝統文化を継承・発展させ

ていくよさを理解することができ

るように、日本の伝統文化の探究

活動を行い、資料「なおしもん」

を活用する場を設定する。 

 

 

 

・日本の伝統文化を継承・発展させ

ていくよさや人と自然の調和があ

ることを実感することができるよ

うに、資料「嵐の中の三重塔」を

活用し、試行実践を行い、レポー

トを作成する活動を設定する。 

三 

１ 

③ 

４ 日本の伝統文化を大切に

する心について考える。 

（1） レポートを発表する。 

・自己の考えの表現 

（2）資料「スカイツリーにか

けた夢」を活用し、日本

の伝統文化のよさを見つ

め直す。  道徳科Ａ-５ 

 ・物事を追究する 

他の人は、どのように日

本の伝統文化を捉えたの

だろうか。 

日本人として日本の伝統文化を大

切にしようとする実践意欲を持つ

ことができるようにする。 

・日本人として日本の伝統文化を大

切にしようとする実践意欲を持つ

ことができるように、探究したこ

とを１年生に発表する活動を設定

するとともに、資料「スカイツリ

ーにかけた夢」を活用する。 
 
 

本
時 

１
／
２ 

歴史体験学習を通して、

日本の伝統文化よさにつ

いて探っていきたいな。 

先人たちの知恵と努力に

よって、現在の日本の伝

統文化として受け継がれ

ているんだな。 

そこには、日本人がこれ

まで大切にしてきたこと

があるんだな。歴史体験

学習で経験したことを伝

えていきたいな。 

日本人として日本の伝統

文化を大切にしていきた

いな。 



 

本時 第一次の１時（１／２） 

本時のねらい 

日本のよさを見いだしていくことは、自然との共存や昔ながらのことを大切にする文化であること

を理解し、日本のよさについて自己を見つめ、歴史体験学習への意欲をもつことができるようにする。 

本時の過程 

学習活動・内容 発問 指導のねらい・内容・方法 形態 配時 

１ 本時学習の方向性を確認す

る。 

（1） 京都・奈良で感じる日本

のよさについて考える。 

 ・外観の美 

・表面的な日本のよさ 

 

（2） めあてを設定する。 

 
 

 日本のよさとは、何か考え

よう。 

【補助発問１】 

なぜ、歴史体験学習

で京都・奈良に行くの

ですか。 

 

 

 

日本の伝統文化のよさについて

の道徳的価値を意識することがで

きるようにする。 

・日本の伝統文化のよさについて

の道徳的価値を意識することが

できるように、補助発問１を行

う。 

・本時の学習内容を焦点化できる

ように、めあてを設定する場を

設定する。 

一

斉 
10 

２ 東山魁夷が見いだした日本

の伝統文化について考える。 

（1） 資料「日本の美を求めて

―東山魁夷」を読む。 

 ・東山魁夷との出会い 

 

（2） 東山魁夷の心情や作品か

ら東山魁夷が見出した日本

のよさについて考える。 

 ・日本の文化の良さについて

知ること 

・海外と比べることでの日本

人としての意識の深まり 

・日本人としての誇りや自覚 

・日本を大切にする気持ち 

・自然の中で生きる 

・昔ながらのことを大切にす

る文化 

【発問２】(中心発問) 

東山魁夷は、何に対

して日本的なもののよ

さを見いだしたのだろ

うか。 

 

 

【補助発問３】 

・どうして、見えない

ところによさを感じ

たのだろうか。 

・東山魁夷の書く絵に

はどんな思いや願い

が込められているの

だろうか。 

 

我が国のよさを見いだしていく

ことは、自然との共存や昔ながら

のことを大切にする文化であるこ

とを理解することができるように

する。 

 

・我が国のよさを見いだしていく

ことは、自然との共存や昔なが

らのことを大切にする文化であ

ることを理解することができる

ように発問２と補助発問３を行

い、それぞれの考えを交流する

場を設定する。 

 

個

／

小

集

団

／

学

級

集

団 

30 

３ 日本の伝統文化について考

え、これまでの自分について

考える。 

（1） 本時の学習を振り返る。 

 ・日本のよさを見つめる 

 ・愛国心 

 ・歴史体験学習への意欲 

 

（2） 教師の説話を聞く。 

 ・藍を愛する心 

 ・日本の伝統文化を守る尊さ 

（東京オリンピックの 

エンブレム） 

【発問４】 

 日本の伝統や文化に

ついて、考えたことや

感じたことを振り返っ

てみよう。 

本時で考えた日本のよさについ

て自己を見つめ、歴史体験学習へ

の意欲をもつことができるように

する。 

・本時で考えた日本のよさについ

て自己を見つめ、歴史体験学習

への意欲をもつことができるよ

うに発問４を行い、本時の学習

を振り返る場を設定する。 

個

／

一

斉 

10 

 



 

本活動にかかわる価値内容について 

本活動は、日本の伝統文化を大切する心について課題を持ち、日本の伝統文化を継承・発展させて

いくよさや人と自然の調和があることを理解し、日本人として日本の伝統文化を大切にしようとする

実践意欲を持つことができるようにすることをねらいとする。そこで、本活動に関わる道徳科の内容

項目として、Ａ－(５)、Ｃ－(16)、Ｃ－(17)、Ｄ－(21)を設定する。また、総合的な学習の時間とし

て、日本の伝統文化の探究課題を設定する。第一次では、Ｃ－(17)を設定し、日本の伝統文化を大切

にする心について課題を持つことができるようにする。次に、総合的な学習の時間を設定し、日本の

伝統文化について課題を設定し、活動の見通しを持つことができるようにする。第二次では、総合的

な学習の時間を設定し、歴史体験学習を通して探究するテーマを決定し、調べたことを整理・分析す

ることをねらいとする。次に、Ｃ－(16)を設定し、日本の伝統文化を継承・発展させていくよさを理

解することができるようにする。さらに、Ｄ－(21)を設定し、人と自然の調和があることを理解する

ことができるようにする。第三次では、総合的な学習の時間を設定し、探究テーマをわかりやすくレ

ポートにまとめ、自己の考えを表現し、日本の伝統文化への理解を広げることができるようにする。

そして、Ａ－(５)を設定し、日本人として日本の伝統文化を大切にしようとする実践意欲を持つこと

ができるようにする。 

本時内容項目の分析 

内容項目：Ｃ－(17) 我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度 

優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、日本人としての自覚をもって国

を愛し、国家及び社会の形成者として、その発展に努めること。 

「国」とは、歴史的に形成された国民、国土、伝統、文化などからなる、歴史的・文化的な共同体

としての国を意味する。「国を愛する」とは、自分の国を大切に思う気持ちや国を愛そうとする心で

ある。それは、日本人としての自覚によって支えられている。「日本人としての自覚」とは、国際社

会のどこに行っても、日本人であることを誇りとして、胸を張って日本人と名乗ることのできること

である。また、そのような国にするために、一国民として努力しようとする国民的自覚である。日本

人という自覚にいたる前提として、日本に帰属することに愛着を感じ、日本をよい国であると思い、

日本をよい国にしようという意識をもつことである。我が国の伝統と文化は、長い風雪に耐えて醸成

された無形の力であり性格である。ひとたびそのような伝統と文化が形成されたとき、無限の感化力

を備えている。そこに受動的に動かされているのではなく、国民一人一人が動いているのだという自

覚が、日本に対する愛着につながる。そして、我が国の伝統と文化と自分自身の関わりを考え、日本

の伝統と文化のよさを実感することは、我が国の伝統と文化を発展させようとする意欲を高めること

ができる。中学校の段階では、日本の国土や歴史に対する理解が深まり、伝統と文化に対しても一層

関心をもつようになる。学年が上がるにつれて、我が国固有の優れた伝統と文化などの価値を継承し

新たな文化を創造していこうとする態度、国を愛する心と国家の発展に寄与しようとする態度を育成

することが大切である。 

したがって、「優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、日本人としての自覚を

もって国を愛すること」の実現には、日本人として日本の伝統と文化を知り、日本の伝統文化のよさ

を理解して継承するとともに、その発展に寄与していく必要があると子どもが自覚する必要があると

考える。 

本時のねらい・手だて 

そこで本活動では資料「日本の美を求めて―東山魁夷」を通して、日本のよさを見いだしていくこ

とは、自然との共存や昔ながらのことを大切にする文化であることを理解し、日本のよさについて自

己を見つめ、歴史体験学習への意欲をもつことができるようにする。そのために、次のような援助を

行う。 

・日本の伝統文化のよさについての道徳的価値を意識することができるように、補助発問１を行う。 

・日本のよさを見いだしていくことは、自然との共存や昔ながらのことを大切にする文化であること

を理解することができるように発問２と補助発問３を行い、それぞれの考えを交流する場を設定す

る。 

・本時で考えた日本のよさについて自己を見つめ、歴史体験学習への意欲をもつことができるように

発問４を行い、本時の学習を振り返る場を設定する。 



【発問２】(中心発問) 

東山魁夷は、何に対し

て日本的なもののよさを

見いだしたのだろうか。 

【補助発問３】 

・どうして、見えないと

ころによさを感じたの

だろうか。 

・東山魁夷の書く絵には

どんな思いや願いが込

められているのだろう

か。 

【発問４】 

日本のよさについて、

考えたことや感じたこと

を振り返ってみよう。 

日本のよさを見いだ

していくことは、自然

との共存や昔ながらの

ことを大切にする文化

であることを理解する

ことができるようにす

る。 

本時で考えた日本の

よさについて自己を見

つめ、歴史体験学習へ

の意欲をもつことがで

きるようにする。 

日本の伝統文化のよ

さについての道徳的価

値を意識することがで

きるようにする。 

 

【補助発問１】 

京都・奈良で感じるこ

とができる日本のよさは

なんだと思いますか。 

１ 資料名 「日本の美を求めて―東山魁夷」（きみがいちばんひかるとき１：光村図書） 

２ 内容項目 Ｃ－17 我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度 

３ 資料および価値の分析 

昭和43（1968）年、皇居新宮殿長和殿に謹上された壁画「朝明けの潮」は、宮内庁の依頼を受諾し

た東山魁夷によって、日本各地の海岸に赴いて波と岩の写生に励み、３年余りの歳月をかけて完成さ

れた。その作品は、日本古来の様式美にも倣ったとされる波と岩の表現から、美しくも厳しい海の情

景には装飾性との調和が示されている。また、太古からの悠久なる波のうねりとその轟きを、「日本

の象徴」として、精神性にも優れた荘厳な画面へと昇華させた大作である。魁夷氏独自の自然解釈に

よって人間の心の象徴としての風景が描かれた絵からは、日本の風土がもつ穏やかさや優美さ、また

厳しさなどの特質を感じ取ることができる。 

本資料を通して、我が国の伝統文化に対する関心とそれらをはぐくんできた我が国への親しみや愛

着の情を深め、日本人としてこれまで培われた伝統や文化のもつ価値を継承し、国を愛する心をもつ

ことの大切さに気づくことができると考える。 

４ 本時のねらい 

日本のよさを見いだしていくことは自然との共存や昔ながらのことを大切にする文化であることを

理解し、日本のよさについて自己を見つめ、歴史体験学習への意欲をもつことができるようにする。 

５ 展開構想 

【教師の主発問】  【主発問の意図】  予想される子どもの反応 

 
 

 

 

 

 

   ・めあてを設定する。 

   ・東山魁夷の絵を提示する。 

日本のよさとは、何か考えよう。 

   ・資料を範読する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   ・教師の説話を聞く。 

・日本の伝統文化 

・日本の建築物 

・自然の美しさ 

・和の雰囲気 

・長い日本の歴史 

・今までは建造物の外観の美し

さにばかり着目してきたけれ

ど、それを支えている見えな

いものについても学んでいき

たい。 

・木造建築や四季の変化、日常

などに日本的なもののよさを

感じた。歴史体験学習では、

日本的なもののよさにたくさ

ん触れて、学んでいきたい。 

・海外にはないに日本の風景 

・その場所にしかない日本の自

然がもつよさ。 

・季節の移り変わりを受けとめ

て、その美しさを反映できる

よさ。 

・人と自然との調和のよさ。 

・日常の積み重ね 

・自然と調和を図る中で生み出

されてきた、細部への配慮が

あること 

・日本人が自然に逆らわない生

き方をしてきたことで、自然

と調和を図る文化を創り出し

てきたこと。 


